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【 研究のテーマ】  

東アジアにおける赤山明神の交渉研究 

【研究結果】 

本 研 究 で は 、 ま ず 『 入 唐 求 法 巡 礼 行 記 』 に 立 ち 返 り 、 史 料 を 精 査 す る こ と

に よ っ て 、 赤 山 明 神 の 本 来 の 姿 を 明 ら か に す る こ と を 試 み た 。 『 行 記 』 の 中

に は 、 「 赤 山 明 神 」 と い っ た 呼 称 は 直 接 登 場 し な い が 、 「 當 處 神 」 「 登 州 諸

山 島 神 」 「 赤 山 の 龍 宮 」 な ど の 記 述 が 確 認 さ れ る 。 桑 島 に 祀 ら れ て い た 「 當

處 神 」 は 、 そ の 地 の 海 域 を 守 護 す る 地 方 神 で あ り 、 龍 王 と し て 信 仰 さ れ て い

た 可 能 性 が 高 い 。 ま た 、 「 登 州 諸 山 島 神 」 は 「 冥 神 （ 海 の 神 ） 」 と 和 し て い

な い こ と を 理 由 に 赤 山 南 方 の 海 上 で 祀 ら れ た と さ れ る が 、 こ の 神 も ま た 海 の

神 、 す な わ ち 航 海 安 全 を 祈 る 存 在 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 赤 山 の 老

僧 に よ れ ば 、 当 地 に は 古 く か ら 多 く の 龍 宮 が 存 在 し て い た と い う 伝 承 も あ り

、 赤 山 周 辺 で は 龍 王 信 仰 が 盛 ん で あ っ た こ と が う か が え る 。  

 こ う し た 背 景 を 踏 ま え た 上 で 、 中 国 の 赤 山 法 華 院 、 日 本 の 赤 山 禅 院 、 韓 国

の 莞 島 法 華 院 に つ い て 、 文 献 資 料 と 考 古 学 的 資 料 の 両 面 か ら 調 査 ・ 分 析 を 行

っ た 。 赤 山 法 華 院 は 在 唐 新 羅 人 に よ っ て 建 立 さ れ た 寺 院 と さ れ 、 入 唐 僧 円 仁

と の 関 連 も 見 ら れ る が 、 現 在 ま で に 発 見 さ れ た 記 録 や 出 土 資 料 は 非 常 に 限 ら

れ て い る 。 そ の 後 、 円 仁 は 赤 山 明 神 を 日 本 に 勧 請 し 、 そ の 弟 子 ・ 安 惠 が 赤 山

禅 院 を 建 立 し た 。 現 在 で も 、 比 叡 山 西 側 の 赤 山 禅 院 や 延 暦 寺 横 川 の 赤 山 祠 に

お い て 赤 山 明 神 は 祀 ら れ て お り 、 そ の 信 仰 は 日 本 に お い て 継 承 さ れ て い る 。

一 方 、 韓 国 の 莞 島 や 済 州 島 に 所 在 す る 法 華 院 に つ い て は 、 赤 山 法 華 院 や 赤 山

明 神 と の 直 接 的 な 関 係 を 裏 付 け る 考 古 学 的 証 拠 や 文 献 資 料 は 確 認 さ れ て お ら

ず 、 赤 山 信 仰 と の 関 連 性 に は 疑 問 が 残 る 。  

 以 上 の 考 察 を 通 じ て 、 赤 山 明 神 は 中 国 山 東 半 島 沿 岸 に お け る 龍 王 信 仰 を 起

源 と し 、 そ れ が 円 仁 を 介 し て 日 本 へ と 広 が り 、 神 仏 習 合 的 な 形 で 信 仰 が 定 着

し て い っ た 存 在 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 本 研 究 は 、 赤 山 明 神 を 東 ア ジ

ア 的 な 文 脈 の 中 で 再 定 位 す る た め の 基 礎 的 作 業 を 意 図 し て い る 。  
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